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●私にとっての化学工学会●
   

私にとって化学工学といえば料理が連想されます。料理
が好きで休みの日や，時間がある平日にそれなりに手の込
んだ料理を作ることがあります。料理とは，加工されてい
ない食材に自分好みの火をいれることで，食材の食感・味
を変え，自分好みに調味料を料理に分布させる試みだと考
えています。例えば，ステーキを美味しく焼くためには，
表面を香ばしく焼いた後に，アルミホイルで包み，お肉の
熱損失をなるべく抑え，内部まで熱拡散により火入れをし
ます。食材に下味をつける時間も，調味料の拡散速度から
考えることだってできます。お魚を熟成するときは酸化防
止のため，弱真空の環境でなるべく魚の体積あたりの表面
積が小さくなるように，丸ごとの状態で行います。化学工
学を学んでからは，食材の温度プロファイルをどうする
か，調味料をどのように食材に浸透させるかを考えるよう
になりました。特に火加減の調節が上手になり，パサパサ
の肉料理を作らなくなりました。
また，別の講義では「身近な化学工学に関する現象をモ
デル化する」という宿題が出されました。これはと思い，
かねてより考えていた「レンジ調理で作るしっとりサラダ
チキン」をテーマにしました。ここでは，鶏肉の中心温度
を85度程度まで加熱しつつ，表面への加熱を最小限にす
ることを目的としました。水の中に鶏肉を沈めたモデルに
おいて，電子レンジのマイクロ波からの加熱挙動を，熱拡
散方程式を基に計算し，加熱時間や必要ワット数をシミュ
レーションしました。実験（調理）と合わせて結果を考察
し，しっとりしたサラダチキンを安定して作れるようにな
り，今では調理レパートリーの一つに組み込まれていま
す。発表後に他の同級生から，印象的だったというコメン
トをもらい，自分の中で，化学工学の料理への応用は「鉄
板ネタ」になりました。
化学工学の面白さはその応用範囲だと感じています。修

士一年次に，講義の一環で，化学企業での研究課題に取り
組む延べ4カ月ほどのインターンシップがあり，これに参
加しました。学生は3～4人で1チームとしてそれぞれ異
なる課題に取り組みました。それぞれのテーマの特色は異
なり，物理的な現象に関するものから物理化学，また無機
化学的なものまで様々でした。成果報告会では，どのテー
マに対しても化学工学的なアプローチが通用し，各々の
チームが課題解決の糸口を見つけ出すことに成功していま
した。私たちが取り組んだ課題は，ある製品の機能発現メ
カニズムの解明でした。この製品は目的の機能を発現する
が，そのメカニズムが不明かつ，その挙動が予想と異なる，
という状況でした。機能発現メカニズム解明に向けて，実
験結果と整合性が得られる数理モデルの提案を目指して，
日々検討を行い，物理的なモデルの提案を行いました。し
かし，定量性の観点からは実験結果と完全に一致する結果
は得られませんでした。最終的には，そのズレに対して，
モデル式の中にある定数を置くことで実験結果を完全に説
明することとしました。この結果について，成果報告会の
場で，「物理的なメカニズムに加えて，経験則的に定数項
を加える部分に化学工学らしさがある」とのコメントをい
ただいたことが強く印象に残っています。化学工学的アプ
ローチが実社会のものづくり，開発の場においても非常に
有用であることを痛感しました。
化学工学会に初めて参加したとき，研究背景の多様さに

非常に驚きました。バイオ部会，材料・界面部会，SIS部会
など，様々な部会があり，多種多様な課題に対して化学工
学的なアプローチが行われている様子を知ることができま
した。同じ部会の中でも発表内容は様々で，同じ化学工学
を専門とした人の集まりであるはずなのに，異分野交流を
行っているように感じました。これまで，2度ほどポスター
発表を行いましたが，どちらも多くの方と交流を深めるこ
とができました。自分の研究に対して，「面白い研究だ」と
コメントをいただき，熱心に隅々まで質問してもらえたこ
とは，研究活動の中で最も楽しかった経験の一つとなって
います。また，発表内容のディスカッションに加えて，お
互いのバックグランドや自身の研究との関連性など各々の
研究活動に関することまで話すことができました。学生間
の交流に加えて，講演後の先生に研究内容について質問し
に行くと，快くディスカッションに応じてくださいまし
た。自分の中では化学工学会は様々な研究課題に対して，
活発に交流ができる貴重な場です。これからも，学会では
研究者との交流を大切に活動していきたいと考えていま
す。
   
（東京大学大学院工学系研究科化学システム工学専攻 永田 渉）
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抗体は特定の抗原に特異的に結合する特性を持つ治療，
診断およびセンサーとして幅広く使用される重要なタンパ
ク質である。2024年12月9-11日，仙台国際センターに
て，第3回日本抗体学会学術大会 1）が開催された。本学会
の一つの特色は参加者の約7割が企業関係者ということで
あり，抗体の実用面での注目度が伺える。そのような学会
がまだ第三回であることに驚かれるかもしれないが，伊東
祐二会長，根本直人副会長，梅津光央幹事，村上明一幹事
により2022年4月に発足されたまだ新しい学会である。
過去2回の抗体学会は，いずれも鹿児島で開催され，今回
初の仙台開催であった。前日まで，あいにくの雪で，来場
への影響を心配していたが，天候は一転し，快晴の中3日
間開催された。毎年200名程度の参加者の伸びであった
が，第3回では，ついに900名を超え，大変盛況のうちに
閉会となった。

本会では，従来通りの抗体関連の講演に加え，新たに3
つの試みが行われた。1つ目は，前日に第一回若手の会が
開催されたことである。ポスター発表が行われ，グループ
に分かれて若手同士で活発な交流が行われた。2つ目は，
韓国抗体学会との国際合同セッションである。ソウル大学
のKimらは，アルツハイマー治療薬としてアミロイドβ
の貪食誘導を基盤とした抗体治療薬を開発し，予後の改善
を報告した 2）。江原国立大学のKimらは，T-cellリクルー
ティング抗体αCD3×αPD-L1二重特異性抗体を結合し
たCAR-T細胞を開発し，高い腫瘍傷害活性を示した 3）。ま
た，ソウル大学のJungらは，治療効力，副作用，および
循環半減期の綿密な微調整を行う抗体Fc領域の戦略的エ
ンジニアリングを通してエフェクター機能が強化された抗
体の開発を報告した 4）。日本からは，東北大学の梅津らに
より，機械学習を取り入れた進化分子工学による目的抗体
の開発成功確率の向上についての講演 5）と，協和発酵バイ
オ株式会社の中山らにより，IgGと同等の高い発現量と安定
性を示す二重特異性抗体TRAIL-R2/PSMA REGULGENTTM

の紹介がなされた6）。細胞機構を十分に活用した韓国側と，
深く抗体自身の機能向上を求めた日本側と，両国の特徴が
みられ，今後も情報交換を続けることがアジア全体の活性
化に繋がると感じた。3つ目の試みとして，新たなモダリ

ティの増加に伴って年々複雑化しているCMC（Chemistry, 

Manufacturing and Control）分野に特化したセッションが開催
された。第一三共株式会社の種村らおよび中外製薬株式会
社の氏家らは細胞培養中の多種成分についての分析法と高
リスク成分の除去プロセスを紹介した7, 8）。協和キリン株式
会社の沼尾らは多様な抗体フォーマットの相対定量を行う
Multi-Attribute Methodを活用し，短期間で最適化する試
験法を紹介した9）。一方，山口大学の山本らおよび第一三
共株式会社の井上らは，開発した抗体医薬品の精製プロセ
スを迅速に決定するシミュレーションの開発を報告し
た10, 11）。パネルディスカッションでは激しい議論が行われ，
通常触れることない製造現場でのリアリティを感じた。そ
の他の講演のトレンドとしては，抗体における糖鎖修飾の
コントロールと分析法，様々な化学物質との抗体薬物複合
体，および治療抗体の凝集性解析なども目立った。依然と
して抗体はタンパク質工学の共通課題克服のモデルタンパ
ク質として，重要な位置にいることを身に染みて感じた。

次回の第4回日本抗体学会は埼玉大学根本副会長のもと
2025年12月1日-3日に大宮ソニックシティでの開催が予
定されている。多数の参加者と研究発表の応募に期待する。
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（東北大学大学院工学研究科バイオ工学専攻 中澤 光）

［0699］ �第3回日本抗体学会を通して感じた
抗体研究の動向

図　メインホールでの講演の様子
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